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北海道教育大学附属札幌小学校

教諭　岡田　一伸

指導と評価の一体化をよりよく実現する言語活動を目指して

～一人一人の子どもが確かに自信をもてるために～
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その1

言語活動を通して指導事項を指導する

日・具体的にはどうするとよいのか

4月から全面実施となる学習指導要領では、指導事項を言語活動を通

して指導していくと、強く意識する必要がある。

では、具体的にはどうするとよいのか。

言語活動そのものの教材研究を含めて考えてみたい。

今回は、読むこと領域（5・6年生）の指導事項エとオについての実

践と考察について報告したい。

子どもたちの状況をとらえ、指導に生かし、力を高める

日・具体的にはどうするとよいのか

日々の子どもたちとの学校生活から、“今目の前にいる子どもたち”の

状況をどうとらえ、どう育てていきたいと願うのか。大きな意味での目

指す子どもの姿をどう設定しているのかを報告したい。

また、そうした願う子どもの姿を実現するために、そしてそのために

とても大きな意味をもつ国語科の目標をどう実現していこうとしている

のかについて報告したい。
「　　　′「丁‾
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昨年発行した、自校の年間指導計画

昨年度発行した自校の年間指導計画では、以下の3つのポイント

を桂として作成した。

年間指導計画

3．実践単元の

ねらいと

首言吾活動

設定の意図

4．授業の実際

5．成果と課題

6．今後に

向けて

○学習に「自分」を位置付ける
○伝え合うべきは「根拠」
〇日的・意図の明確な言語活動を

ひとつめの「自分」に込めた意図は「自分を表現すること」。二

つめの「根拠」に込めた意図は、話し合うことを通してお互いを分

かり合うためには、個々の考えの理由について考え合うことが大切

であるということ。三つ目の「目的・意図」に込めたものは、指導

と評価のポイントを焦点化すること。

今回報告する「読むこと」領域では

文学的文章単元Ⅰ
本や文章を読んで考えたこ

とを発表し合い，自分の考

皇＿を広げたり深めたりす

る。伝記を読み，自分の生

き方について考える。

文学的文章単元Ⅲ

本や文章を読んで考えた＿

三＿皇＿を発表し合い，且企＿

の考えを広げたり深めた

りする。本を読んで推粥

の文章を巻く。

文学的文章単元Ⅱ
登場人物の相互関係や心

情，場面についての描写

をとらえ，優れていると

思う叙述を選び自分の考

えをまとめる。

医亘］北海道教育大学附属札幌小学校　教育課程を参照のこと
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今回報告させていただくのは、『生き方を見つめて読もう　大道

じいさんとがん』（文学的文章単元口）、『本の世界を深めよう　雪

わたり（『やまなし』を含む）』（文学的文章単元Ⅲ）である。

順を追って、『大造じいさんとがん』、『雪わたり』（『やまなし』）

でのねらいと言語活動の設定意図を述べる。

（1）年間を通して目指す子どもの姿は

前述の自校教育裸程で記したとおり、3つのポイントを柱として

国言吾科の授業を作るのであるが、その土台となるものとして、以下

のような本校児蛍の状況がある。

これまでに見てきた子どもたちの意識調査からは、「自分は友

達のよさを認められる」「自分は友達に認められている」という

子が増えている一方で、自己への肯定的な感情が低く、自

信がないと考えている子もまた増えていることがわかり

ました。

これら二つの矛盾する結果は、私たちに次のような子どもの

姿を思い浮かばせました。表れ方には大きな違いがあるけれど

も、心の中には同じ不安を抱えながら共に学校生活を送ってい

る子どもたちです。（平成22年7月　北海道教育大学附属札幌

小学校　研究紀要57　より　匪蚕可を参照のこと）

（2）各単元では何を

自己への肯定的な感情を高める授業作りをめざして、『大造じい

さんとがん』では、二つの視点から授業作りを行った。具体的には、

○一人一人に判断を問う学習課題の設定

医道じいさんにとって「ひきょう」って何？l

→自分とは違う見方や考え方をもつ他者の存在を強く意識

できるようにする

○互いの根拠を問題としながら話し合われることで子どもの自尊感

情を高めていく交流

匝由を聞いて、なぜそう考えたのかが分かったよ‖
→一つの正解に絞られない、それぞれの　r自分の考え」が、

その根拠を問題として話し合われることによって「自分が

他者から認められた」という実感がもてるようにする。

この実践を通して、「自分の考え」をもてる子が増えたり、「自尊感情」

の高まりが期待できたりするなどの成果が得られた。一方課題として、

一人一人の判断を促す以上、その根拠となる「文章内容の正確な理解」

をどう囲っていくことがよいのかが明確になった。

医亘司『大道じいさんとがん』授業の実際　を参照のこと
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（3）ねらいと状況をもとに言語活動を設定する

そこで、文学的文章単元Ⅲでは、以下の2つのポイントを柱とし

て授業作りを行うこととした。

○子どもが、文革を読む目的を、わかりやすいものとする。

3．実践単元の

首吉吾活動

設定の意図

4．授業の実際

『雪わたり』は題名にふさわしいかな 

『やまなし』と『かわせみ』ではどちらが題名にふさわしい 

かな 

→既習事項である「話すこと・聞くこと」領域の「言寸論」

活動を活用して、文章を詳細に自分で読む意欲を高める。

○子ども一人一人に表現する機会を作り、そこに至る準備の過

程で繰り返し、指導と評価を行う。

「討論会をしよう」での学習を生かして、文章をもとに自分

の考えを作ってみよう。

→「自分たちの主張」「主張する理由・文章中の言葉」、「予想

される質問や反論」など一人一人に考え、表現するべきこ

とがあり、グループで協同作業をすることで、自然と交流

が生まれる。ワークシートにまとめられたことについて、

事前に教師が指導する機会が確保でき、子どもの反応を受

けて、繰り返し指導することができる。（反応を受けて、評

価する ことが次への指導につながるハ）

具体的なものとして、『雪わたり』の一読後にとったアンケート

調査とまとめたものを資料として見ていただきたい。

（4）表現する場があって、指導と評価が繰り返される

匪垂司『雪わたり』指導のために①、②‥③である0中で抽出し

た児童は、②、③ともに題名への判断について文章中から根拠を見

出している、見出そうとしていることが見て取れる子たちである。

②は『雪わたり』が題名としてふさわしくないと考えた子たちで、

③はふさわしいと考えた子たちである。そして、恥．7，33、9，

37の子たちは内容の読み取りがさらに進むと、自分の考えが根拠

を明確にした説得力のあるものになっていくことが期待できる。

今臥『やまなし』を組み込んだのは、より、抽象度の高いと考

えられる物語で題名の適否を考え合うことが、『雪わたり』での自

分の判断を見直すきっかけになると考えたからである。

（詳しくは匪垂［司、『やまなし』学習指導案、板吾、授業映像を参

照のこと。）　そうした、意図をもって設定した言語活動を通して、

ねらいにある「本や文章を部んで考えたことを発表し合い，且全旦

整えを広げたり深めたりする。」ことがどの子にも実現するように、

討論に向けてのワークシートをもとに指導と評価を繰り返して行

ったのが匪垂互である。
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目次

1．本報告の

意国

2．自校の

年間指導計画

3．実践単元の

ねらいと

言語舌動

設定の意図

4．投薬の実際

その1

言語活動を通して指導事項を指導する

‥・具体的にはどうするとよいのか

どの子にも「願う子どもの姿、国語科のねらい」の実現に向けて

よい言語経験をさせたい。今回は、読むことの指導事項エr登場人

物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述に

ついて自分の考えをまとめること」、オ「本や文章を読んで考えた

ことを発表し合い、自分の考えを広げたり深めたりすること」を指

導するために効果的な言語活動についての試行錯誤を報告させて

いただいた。

今回の「話すこと・聞くこと」領域の言語活動「討論」を「読む

こと」のねらいを爽現するた糾こ位置付ける献みは、以下の3点の

効果があると考えられる。

①討論というわかりやすい目的があるため、文章を自分から詳細

に詐もうとする姿が生まれやすい

②子どものワークシートを通しての指導が確実にできる

③子どもたちにとって交流する必然が生まれやすく、自分の考え

が相手にわかってもらえたという実感が得られやすい

その2

子どもたちの状況をとらえ、指導に生かし、力を高

める

日・具休的にはどうするとよいのか

今回は、「題名に内容があっていると思うか話し合ってみよう」

という提案に対して、子どもたちがどう反応し、どう指導につなげ

てみたかという報告をさせていただいた。

その1でもふれたが、まず、表現する場が全員にあって、そのた

めに準備をする過程で、読むことのねらいに近づけていくための指

導が可能になった。状況のとらえ方は、指導者の提案の仕方によっ

て変わるものであると考えられるので、ねらいにそった学習の方向

付けが指導と評価を可能にするのではないだろうか。
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北汚過教育大学附属札幌小学校　教育蛛程より抜粋
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資料2　子どもの状況をどう捉えているのか
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資料j

『生き方を見つめて読む』「大造じいさんとがん」（教育出版5年上）を通して

1．授業の実際

①全文通読後、難語句調べを行う

②難語句の交流をしながら重要語句の意味を確認し合う（例　いまいましく）

③物語の全体を大よそ理解できるように整理し、大道じいさんの行動について疑問に思っ

たり、みんなで話し合うと楽しそうな問題を考えたりする

※子どもたちの疑問等一覧をご覧ください。

学習の実際
・題名と内容を比べて感想を述べ合う（なぜ“がん”なのかな。残雪の方がよさそう。）

・場面1と4を読み、大造じいさんががん（残雪）をどう思っているかが分かる叙述を

見つけて比べてみる

・各場面の時間を表す言葉を見つけさせ、足かけ三年にわたっての話であることを確認

・残雪の来る前と来るようになってからの大造じいさんの生活の変化を予想し話し合う

・各場面でのじいさんの行動（作戦）を確かめ、場面一にある通り、残雪との削、が「特

別な作戦」であることを確かめる

④疑問について、話し合うことを通して解決する

子どもたちの疑問から、簡単に解決できるものは子どもたちに話させて解決し、主題に

かかわる重要なものは、取り上げて教師も意図的にかかわりながら話し合う

子どもたちの疑問を一覧にして整理し、中で3と4の場面のじいさんの言動に疑問が集

中していることを確かめ合った。

」、／ク



北海道教育大学附属札幌小学校　岡田一伸

そこで、場面三の「ふたたびじゆうを下ろして」しまうまでのじいさんの心情を表す言

葉を見つけ、その変化を考えるという解決方法を提示し、取り組むこととした。

場面二まででじいさんの残雪に対する心情が変化していることを共通理解した上で、場

面三の主題にかかわる疑問「じいさんが強く心を打たれたものは」に取り組んだ。

ここで、場面二で共通理解した「かれの本能はそう感じたらしい」の推量表現「らしい」

への着目が既習事項として活用された。つまり、強く心を打たれたものが、じいさんの目

から見た様子、つまりじいさんの心情が強くかかわって、結果としてそう思えたという「よ

うだ、ようでも」といった推量表現で表されていることに気付いていったのである。

残雪への共感を強くもっていた子どもたちも、「残雪がすごかったから」強く心を打たれ

たことは心にもちつつも、そう感じるようになったじいさんの心情の変化を強く意識でき

るようになっていった。

⑤登場人物の言動や物語の終わり方について自分なりの判断をする

」、／／



こうした学習を経て、場面四の学習へと進んだ。この場面では、じいさんが残雪を逃が

すという行動の意図を踏まえて、自分ならどうするかという判断をすることが目標となる。

考えるための鍵になる言葉として、「ひきょう」を位置付けた。また、他の猟師から見て、

じいさんの行動はどう見えているのだろうか考えてみる活動も取り入れた。

「自分なら、逃がすかそれともつかまえるか」じいさんの言動とその意図を踏まえたう

えで判断するための1時間である。板書の左下には、ネームカードでその時点での判断を

見える形で位置付けた。そのときに理由を話させた子たちは、どちらとも言えないとした

真ん中の子たちである。なぜならば、じいさんへの共感をもちつつも、物語に少し距離を

置いて見る（逃がしたらその後どうなるのか、他の猟師たちはどう思うのか）といった両

方の見方をもっている。そのため、「にがす」とした子も「つかまえる」とした子も自分の

考えを明確にしたり、見直したりするきっかけになると考えたからである。もちろん、其

ん中の子たちがその時点での迷いをはっきりと表し、自分ならどうするかへの根拠を選択

するきっかけとなることも期待した。

2．キーワードにかかわる補足

【自尊感情と子ども】

青山学院大学教授の古荘純一氏は、自信と関連の深い自尊感情（自分自身をどう受け止

めているのか）と子どもとのかかわりにおいて、高い子どもは、逆境に強く、いじめに屈

することも少なく、失敗に動じない傾向があり、低い子どもは、その逆の傾向のあること

を紹介しています。そして、オランダなどの諸外国との比較調査を通して、日本の子ども

たちの自尊感情が非常に低いことを指摘し、その理由せ様々な観点から考察する中で、子

どもを取り巻いている家庭、学校、社会環境要因に依るところの大きさを述べています。

例えば、日本の子どもたちが幼いときから周囲の大人からの強い期待に対して過剰に反応

しようとすることへの反動、学校の授業で自分が相手にされていないと感じる経験の積み

重ね・‥。いずれもが、子ども自身に「自分はとるに足りない存在である」という、自

尊感情を下げさせてしまう要因になり得るのではないかという警鐘です。

ノJ＼／2



3．事後に行った評価にかかわる補足

今後の課題としては、一人一人に根拠のある判断を求めるために、どう文章の内容を

理解させていくかが挙げられる。

上記の「今後の課題」についてであるが、学習が終了した後に事後評価として以下の3

つの質問をした。

閂‾悶日

最後の場面で大造じいさんは、「おうい。がんの英ゆうよ。おまえみたいなえらぶっを、

おれは、ひきょうなやり方でやっつけたかあないぞ。なあおい。今年の冬も、仲間を連れ

て、ぬま地にやってこいよ。そうして、おれたちは、また、堂々と戦おうじゃあないか。」

とよびかけています。大造じいさんの言う「ひきょうなやり方」とはどのようなやり方の

ことを指していると考えられますか。そして、そう考える理由を教えてください。

匿亘可
この学習を通して、「自分ならどうするか」（例、自分なら残雪を撃つ？それとも撃たない？

など）ということを考えることを経験してもらいましたが、「大造じいさんがじゆうをお

ろしてしまった時の気持ちを考えよう。」という問題を考えていく学習と比べてみて、読

み取る力はどちらが付きやすいと思いましたか。

In惜】こ1

自分ならどうするかを考えて、意見を交流する学習には正しい一つの答えはありません。

ただ、交流する中で自分とは違うけれども、理由を聞いて「なるほど」と思えたことはあ

りましたか。また、自分の考えに友達が反応してくれて、うれしかったことはありました

か。

質問への回答を整理してみると以下のようになった。

【質問1への回答】

ト¢
【質問3への回答】

●
－　－一　　　　　　　　　　　　　　　－－　‾‾　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾

l

針
（

【質問2への回答】
‾　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－－

質問2への回答で、「自分なら・‥」を選択した子で 

かつ質問3に「ある」を選択した子は90パーセント 

であった。この学習方法が自尊感情を高めていく可 

能性が見て取れる。「自分なら‥・」タイプの学習課 

題を中心として、判断するための読み取りをどう深 

められるようにするかという課越に対して、自分で 

はそうしないがじいさんは何故そうしたのかと自問 

した子が、「強く心を打たれた」という部分の表現に 

答えを求めていたことは一つの手がかりとなった。 

小／∫

「はけ」
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酎附
全校研

5年生

国　語　科

『本の世界を深めよう』
や　　ま　　な　　　し

授業者：岡田　一伸

培われるべき見方・考え方
この単元では、「物語を読んで心に生まれる感動やユーモア、安らぎは優れた叙述が生み出す。」（学

習指導要領解説より一部引用）という見方や考え方を培いたい。「優れた」という感覚には、個人差が

あると思うが、作者が伝えようとしたことを考え合う過程で、叙述に自分なりの意味を見出し、伝え

合う活動を通して、考えが広がったり深まったりすることを実感できることをねらいたい。

Ⅰ　見方・考え方を引き出す道筋

匝毛の適否を判断する活動を通し、叙述への着目に画

匹］　宮沢賢治の物語は、事件に沿って登場人物

の言動の意味を考えるというこれまでの読み方では、

なかなかおもしろさを感じ取られないことが多い。

そこで今回は、『題名』についてその適否を判断する

活動を通して、叙述の意味するものへ着目していくよ

うな逆の流れにした。『雪わたり』をはじめに扱い、題

名の意味を問う。次に、より内容の抽象的な『やまな

し』で考えてみる。事件と言動から積み上げていくの

では考えにくいお話を題名の意味を問うことで叙述の

よさを自分で意味づけしていく姿が生み出せる。この

学習後もうー度『雪わたり』の意味を考える機会を作

ったり、他の賢治作品への読書意欲を高めたりしたい。

Ⅱ　見方・考え方の高まりに向かおうとする場

恒名の適否を判断する活動から、叙述に込められた葡

陸を自分の考えとしてもとうとする。F

『雪わたり』でその題名の意味することを尋ねると、

「雪をわたっていけるときに幻灯会に行けるからつけ

たのかな。」といったお話の筋から意味づけする子が多

い。しかし、『やまなし』では、二枚の幻灯のうちの一

枚にしか出てこないものであり、筋から考えればその

意味するところがよくわからないと思いがちである。

そこで、もう一枚の方に同じような位置づけで出てく

る「かわせみ」と比較して考えられるようにする。そ

うすることで、『やまなし』と「かわせみ」の措かれ方

に着目し、その叙述の意味するものが何なのかという

見方で自分なりに考えてみようとする姿が生まれる。



Ⅳ　本時の学習

【目標】「やまなし」と「かわせみ」のいずれが題名としてふさわしいかを考え合う活動を通して、 

優れた叙述の効果について自分の考えをもつことができる。 

子どもの学習活動 教師のかかわりと評価

【前時まで】『やまなし』を読み、「一　五月」と「二 十二月」の内容を 「かにの親子が何を見たの

か」という視点から比べて考えている。題名の『やまなし』が「十二月」にだけ出てくるもので、そ

れに対応するものが「五月」では「かわせみ」であり、なぜ『やまなし』が題名として取り上げられ

ているのかを疑問に思っている。

『やまなし』と『かわせみ』では、どちらが題名にふさわしいかを考

え、話し合うことを通して、賢治の伝えたかったことを考えよう。

らいながら考え合おう

′『ヤまなし』の立場で

・やまなしは、かわせみと比べて

「黄金のぶち」とか「いいにお

い」、「おどるようにして（追う）」

などとても平和で優しい感じが

する。これが賢治の伝えたかっ

たこと。

・五月は死とか殺されるなどの

暗いイメージがある。賢治は十

二月で「いいにおいだろう」rお

いしそうだね」など生きることの

喜びを伝えたかった。
、～～　　　　　　■一日■一一】

『かわせみ』の立場で

・かわせみは、「おかしなもの」

「こわい所」へ連れて行く者とし

て措かれている。平和そうな小

川の中でも、常に生きることの大

変さ、命の大切さを考えさせよう

としている。だから「かわせみ」は

このお冒引ことって大切な存在。

だから腐名には『かわせみ』。

t五月は暗いイメージのようだが

違う。かにの親子にとってはかわ

せみは「かまわないもの」。

賢治が『やまなし』を題名にしたのは、どうしてなのかな。

「二　十二月」

の方をより強く

伝えたいことを

はっきりさせた

かったからでは

ないだろうか。

「一　五月」を

書いたのは、「二

十二月」をより

強く印象づけた

いからではない

だろうか。

「五月」があるから、「十二月」の意味がはっきりする。

賢治は『やまなし』という物語を通して、自然の厳しさの中 

で生きることの喜びを伝えたかったのではないだろうか。 

『雪わたり』の題名には、もっと深い意味が込められていたのかな。

賢治の他のお話も読んでみたいな。

ノJリP

既習事項の「討論」の形式

で代表2グループが話し合

い、他の7グループは自分

の考えと比べながら聞き、

適宜メモをとる。

それぞれの立場からの主

張を、根拠となる言葉を明

確にしながらノ板書し、整理

していく。

・代表の討論が終わったら、

他のグループの意見を聞

き、題名に込めた賢治の思

いをみんなで考え合う場

を設定する。

・意見が「五月」にふれられ

ない場合は、「五月は必要

ないのだろうか」と問い、

「五月」の叙述の効果につ

いても考えられるように

する。

固　伝えたいことと叙述（表現）

にはつながりがあることに気

付き、題名に込められた作者

の思いを自分なりに考えるこ

とができたか。



資料5［『雪わたり』と『やまなし』の板書】
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